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    第一章


    
      1イエス・キリストの黙示もくし。この黙示もくしは、神かみが、すぐにも起おこるべきことをその僕しもべたちに示しめすためキリストに与あたえ、そして、キリストが、御使みつかいをつかわして、僕しもべヨハネに伝つたえられたものである。 2ヨハネは、神かみの言ことばとイエス・キリストのあかしと、すなわち、自分じぶんが見みたすべてのことをあかしした。 3この預言よげんの言葉ことばを朗読ろうどくする者ものと、これを聞きいて、その中なかに書かかれていることを守まもる者ものたちとは、さいわいである。時ときが近ちかづいているからである。
    


    
      4ヨハネからアジヤにある七つの教会きょうかいへ。今いまいまし、昔むかしいまし、やがてきたるべきかたから、また、その御座みざの前まえにある七つの霊れいから、 5また、忠実ちゅうじつな証人しょうにん、死人しにんの中なかから最初さいしょに生うまれた者もの、地上ちじょうの諸王しょおうの支配者しはいしゃであるイエス・キリストから、恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたにあるように。わたしたちを愛あいし、その血ちによってわたしたちを罪つみから解放かいほうし、 6わたしたちを、その父ちちなる神かみのために、御国みくにの民たみとし、祭司さいしとして下くださったかたに、世々よよ限かぎりなく栄光えいこうと権力けんりょくとがあるように、アァメン。
    


    
      7見みよ、彼かれは、雲くもに乗のってこられる。すべての人ひとの目め、ことに、彼かれを刺さしとおした者ものたちは、彼かれを仰あおぎ見みるであろう。また地上ちじょうの諸しょ族ぞくはみな、彼かれのゆえに胸むねを打うって嘆なげくであろう。しかり、アァメン。
    


    
      8今いまいまし、昔むかしいまし、やがてきたるべき者もの、全能者ぜんのうしゃにして主しゅなる神かみが仰おおせになる、「わたしはアルパであり、オメガである」。
    


    
      9あなたがたの兄弟きょうだいであり、共ともにイエスの苦難くなんと御国みくにと忍耐にんたいとにあずかっている、わたしヨハネは、神かみの言ことばとイエスのあかしとのゆえに、パトモスという島しまにいた。 10ところが、わたしは、主しゅの日ひに御霊みたまに感かんじた。そして、わたしのうしろの方ほうで、ラッパのような大おおきな声こえがするのを聞きいた。 11その声こえはこう言いった、「あなたが見みていることを書かきものにして、それをエペソ、スミルナ、ペルガモ、テアテラ、サルデス、ヒラデルヒヤ、ラオデキヤにある七つの教会きょうかいに送おくりなさい」。 12そこでわたしは、わたしに呼よびかけたその声こえを見みようとしてふりむいた。ふりむくと、七つの金きんの燭台しょくだいが目めについた。 13それらの燭台しょくだいの間あいだに、足あしまでたれた上着うわぎを着き、胸むねに金きんの帯おびをしめている人ひとの子このような者ものがいた。 14そのかしらと髪かみの毛けとは、雪ゆきのように白しろい羊毛ようもうに似にて真白まっしろであり、目めは燃もえる炎ほのおのようであった。 15その足あしは、炉ろで精錬せいれんされて光ひかり輝かがやくしんちゅうのようであり、声こえは大水おおみずのとどろきのようであった。 16その右手みぎてに七つの星ほしを持もち、口くちからは、鋭するどいもろ刃はのつるぎがつき出でており、顔かおは、強つよく照てり輝かがやく太陽たいようのようであった。
    


    
      17わたしは彼かれを見みたとき、その足あしもとに倒たおれて死人しにんのようになった。すると、彼かれは右手みぎてをわたしの上うえにおいて言いった、「恐おそれるな。わたしは初はじめであり、終おわりであり、 18また、生いきている者ものである。わたしは死しんだことはあるが、見みよ、世々よよ限かぎりなく生いきている者ものである。そして、死しと黄泉よみとのかぎを持もっている。 19そこで、あなたの見みたこと、現在げんざいのこと、今後こんご起おころうとすることを、書かきとめなさい。 20あなたがわたしの右手みぎてに見みた七つの星ほしと、七つの金きんの燭台しょくだいとの奥義おくぎは、こうである。すなわち、七つの星ほしは七つの教会きょうかいの御使みつかいであり、七つの燭台しょくだいは七つの教会きょうかいである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1エペソにある教会きょうかいの御使みつかいに、こう書かきおくりなさい。
    


    
      『右みぎの手てに七つの星ほしを持もつ者もの、七つの金きんの燭台しょくだいの間あいだを歩あるく者ものが、次つぎのように言いわれる。 2わたしは、あなたのわざと労苦ろうくと忍耐にんたいとを知しっている。また、あなたが、悪わるい者ものたちをゆるしておくことができず、使徒しとと自じ称しょうしてはいるが、その実じつ、使徒しとでない者ものたちをためしてみて、にせ者ものであると見抜みぬいたことも、知しっている。 3あなたは忍耐にんたいをし続つづけ、わたしの名なのために忍しのびとおして、弱よわり果はてることがなかった。 4しかし、あなたに対たいして責せめむべきことがある。あなたは初はじめの愛あいから離はなれてしまった。 5そこで、あなたはどこから落おちたかを思おもい起おこし、悔くい改あらためて初はじめのわざを行おこないなさい。もし、そうしないで悔くい改あらためなければ、わたしはあなたのところにきて、あなたの燭台しょくだいをその場所ばしょから取とりのけよう。 6しかし、こういうことはある、あなたはニコライ宗しゅうの人々ひとびとのわざを憎にくんでおり、わたしもそれを憎にくんでいる。 7耳みみのある者ものは、御霊みたまが諸しょ教会きょうかいに言いうことを聞きくがよい。勝利しょうりを得える者ものには、神かみのパラダイスにあるいのちの木きの実みを食たべることをゆるそう』。
    


    
      8スミルナにある教会きょうかいの御使みつかいに、こう書かきおくりなさい。
    


    
      『初はじめであり、終おわりである者もの、死しんだことはあるが生いき返かえった者ものが、次つぎのように言いわれる。 9わたしは、あなたの苦難くなんや、貧まずしさを知しっている（しかし実際じっさいは、あなたは富とんでいるのだ）。また、ユダヤ人じんと自じ称しょうしてはいるが、その実じつユダヤ人じんでなくてサタンの会堂かいどうに属ぞくする者ものたちにそしられていることも、わたしは知しっている。 10あなたの受うけようとする苦くるしみを恐おそれてはならない。見みよ、悪魔あくまが、あなたがたのうちのある者ものをためすために、獄ごくに入いれようとしている。あなたがたは十日かの間あいだ、苦難くなんにあうであろう。死しに至いたるまで忠実ちゅうじつであれ。そうすれば、いのちの冠かんむりを与あたえよう。 11耳みみのある者ものは、御霊みたまが諸しょ教会きょうかいに言いうことを聞きくがよい。勝利しょうりを得える者ものは、第だい二の死しによって滅ほろぼされることはない』。
    


    
      12ペルガモにある教会きょうかいの御使みつかいに、こう書かきおくりなさい。
    


    
      『鋭するどいもろ刃はのつるぎを持もっているかたが、次つぎのように言いわれる。 13わたしはあなたの住すんでいる所ところを知しっている。そこにはサタンの座ざがある。あなたは、わたしの名なを堅かたく持もちつづけ、わたしの忠実ちゅうじつな証人しょうにんアンテパスがサタンの住すんでいるあなたがたの所ところで殺ころされた時ときでさえ、わたしに対たいする信仰しんこうを捨すてなかった。 14しかし、あなたに対たいして責せめむべきことが、少すこしばかりある。あなたがたの中なかには、現げんにバラムの教おしえを奉ほうじている者ものがある。バラムは、バラクに教おしえ込こみ、イスラエルの子こらの前まえに、つまずきになるものを置おかせて、偶像ぐうぞうにささげたものを食たべさせ、また不品行ふひんこうをさせたのである。 15同おなじように、あなたがたの中なかには、ニコライ宗しゅうの教おしえを奉ほうじている者ものもいる。 16だから、悔くい改あらためなさい。そうしないと、わたしはすぐにあなたのところに行いき、わたしの口くちのつるぎをもって彼かれらと戦たたかおう。 17耳みみのある者ものは、御霊みたまが諸しょ教会きょうかいに言いうことを聞きくがよい。勝利しょうりを得える者ものには、隠かくされているマナを与あたえよう。また、白しろい石いしを与あたえよう。この石いしの上うえには、これを受うける者もののほかだれも知しらない新あたらしい名なが書かいてある』。
    


    
      18テアテラにある教会きょうかいの御使みつかいに、こう書かきおくりなさい。
    


    
      『燃もえる炎ほのおのような目めと光ひかり輝かがやくしんちゅうのような足あしとを持もった神かみの子こが、次つぎのように言いわれる。 19わたしは、あなたのわざと、あなたの愛あいと信仰しんこうと奉仕ほうしと忍耐にんたいとを知しっている。また、あなたの後のちのわざが、初はじめのよりもまさっていることを知しっている。 20しかし、あなたに対たいして責せめむべきことがある。あなたは、あのイゼベルという女おんなを、そのなすがままにさせている。この女おんなは女おんな預言者よげんしゃと自じ称しょうし、わたしの僕しもべたちを教おしえ、惑まどわして、不品行ふひんこうをさせ、偶像ぐうぞうにささげたものを食たべさせている。 21わたしは、この女おんなに悔くい改あらためるおりを与あたえたが、悔くい改あらためてその不品行ふひんこうをやめようとはしない。 22見みよ、わたしはこの女おんなを病やまいの床とこに投なげ入いれる。この女おんなと姦淫かんいんする者ものをも、悔くい改あらためて彼女かのじょのわざから離はなれなければ、大おおきな患難かんなんの中なかに投なげ入いれる。 23また、この女おんなの子こ供ともたちをも打うち殺ころそう。こうしてすべての教会きょうかいは、わたしが人ひとの心こころの奥底おくそこまでも探さぐり知しる者ものであることを悟さとるであろう。そしてわたしは、あなたがたひとりびとりのわざに応おうじて報むくいよう。 24また、テアテラにいるほかの人ひとたちで、まだあの女おんなの教おしえを受うけておらず、サタンの、いわゆる「深ふかみ」を知しらないあなたがたに言いう。わたしは別べつにほかの重荷おもにを、あなたがたに負おわせることはしない。 25ただ、わたしが来くる時ときまで、自分じぶんの持もっているものを堅かたく保たもっていなさい。 26勝利しょうりを得える者もの、わたしのわざを最後さいごまで持もち続つづける者ものには、諸しょ国民こくみんを支配しはいする権威けんいを授さづける。 27彼かれは鉄てつのつえをもって、ちょうど土つちの器うつわを砕くだくように、彼かれらを治おさめるであろう。それは、わたし自身じしんが父ちちから権威けんいを受うけて治おさめるのと同様どうようである。 28わたしはまた、彼かれに明あけの明星みょうじょうを与あたえる。 29耳みみのある者ものは、御霊みたまが諸しょ教会きょうかいに言いうことを聞きくがよい』。
    

  


  


  
    第三章


    
      1サルデスにある教会きょうかいの御使みつかいに、こう書かきおくりなさい。
    


    
      『神かみの七つの霊れいと七つの星ほしとを持もつかたが、次つぎのように言いわれる。わたしはあなたのわざを知しっている。すなわち、あなたは、生いきているというのは名なだけで、実じつは死しんでいる。 2目めをさましていて、死しにかけている残のこりの者ものたちを力ちからづけなさい。わたしは、あなたのわざが、わたしの神かみのみまえに完全かんぜんであるとは見みていない。 3だから、あなたが、どのようにして受うけたか、また聞きいたかを思おもい起おこして、それを守まもりとおし、かつ悔くい改あらためなさい。もし目めをさましていないなら、わたしは盗人ぬすびとのように来くるであろう。どんな時ときにあなたのところに来くるか、あなたには決けっしてわからない。 4しかし、サルデスにはその衣ころもを汚けがさない人ひとが、数人すうにんいる。彼かれらは白しろい衣ころもを着きて、わたしと共ともに歩あゆみを続つづけるであろう。彼かれらは、それにふさわしい者ものである。 5勝利しょうりを得える者ものは、このように白しろい衣ころもを着きせられるのである。わたしは、その名なをいのちの書かから消けすようなことを、決けっしてしない。また、わたしの父ちちと御使みつかいたちの前まえで、その名なを言いいあらわそう。 6耳みみのある者ものは、御霊みたまが諸しょ教会きょうかいに言いうことを聞きくがよい』。
    


    
      7ヒラデルヒヤにある教会きょうかいの御使みつかいに、こう書かきおくりなさい。
    


    
      『聖せいなる者もの、まことなる者もの、ダビデのかぎを持もつ者もの、開ひらけばだれにも閉とじられることがなく、閉とじればだれにも開ひらかれることのない者ものが、次つぎのように言いわれる。 8わたしは、あなたのわざを知しっている。見みよ、わたしは、あなたの前まえに、だれも閉とじることのできない門もんを開ひらいておいた。なぜなら、あなたには少すこししか力ちからがなかったにもかかわらず、わたしの言葉ことばを守まもり、わたしの名なを否いなまなかったからである。 9見みよ、サタンの会堂かいどうに属ぞくする者もの、すなわち、ユダヤ人じんと自じ称しょうしてはいるが、その実じつユダヤ人じんでなくて、偽いつわる者ものたちに、こうしよう。見みよ、彼かれらがあなたの足あしもとにきて平伏へいふくするようにし、そして、わたしがあなたを愛あいしていることを、彼かれらに知しらせよう。 10忍耐にんたいについてのわたしの言葉ことばをあなたが守まもったから、わたしも、地上ちじょうに住すむ者ものたちをためすために、全ぜん世界せかいに臨のぞもうとしている試錬しれんの時ときに、あなたを防ふせぎ守まもろう。 11わたしは、すぐに来くる。あなたの冠かんむりがだれにも奪うばわれないように、自分じぶんの持もっているものを堅かたく守まもっていなさい。 12勝利しょうりを得える者ものを、わたしの神かみの聖所せいじょにおける柱はしらにしよう。彼かれは決けっして二度どと外そとへ出でることはない。そして彼かれの上うえに、わたしの神かみの御名みなと、わたしの神かみの都みやこ、すなわち、天てんとわたしの神かみのみもとから下くだってくる新あたらしいエルサレムの名なと、わたしの新あたらしい名なとを、書かきつけよう。 13耳みみのある者ものは、御霊みたまが諸しょ教会きょうかいに言いうことを聞きくがよい』。
    


    
      14ラオデキヤにある教会きょうかいの御使みつかいに、こう書かきおくりなさい。
    


    
      『アァメンたる者もの、忠実ちゅうじつな、まことの証人しょうにん、神かみに造つくられたものの根源こんげんであるかたが、次つぎのように言いわれる。 15わたしはあなたのわざを知しっている。あなたは冷つめたくもなく、熱あつくもない。むしろ、冷つめたいか熱あついかであってほしい。 16このように、熱あつくもなく、冷つめたくもなく、なまぬるいので、あなたを口くちから吐はき出だそう。 17あなたは、自分じぶんは富とんでいる、豊ゆたかになった、なんの不自由ふじゆうもないと言いっているが、実じつは、あなた自身じしんがみじめな者もの、あわれむべき者もの、貧まずしい者もの、目めの見みえない者もの、裸はだかな者ものであることに気きがついていない。 18そこで、あなたに勧すすめる。富とむ者ものとなるために、わたしから火ひで精錬せいれんされた金きんを買かい、また、あなたの裸はだかの恥はじをさらさないため身みに着つけるように、白しろい衣ころもを買かいなさい。また、見みえるようになるため、目めにぬる目薬めぐすりを買かいなさい。 19すべてわたしの愛あいしている者ものを、わたしはしかったり、懲こらしめたりする。だから、熱心ねっしんになって悔くい改あらためなさい。 20見みよ、わたしは戸との外そとに立たって、たたいている。だれでもわたしの声こえを聞きいて戸とをあけるなら、わたしはその中なかにはいって彼かれと食しょくを共ともにし、彼かれもまたわたしと食しょくを共ともにするであろう。 21勝利しょうりを得える者ものには、わたしと共ともにわたしの座ざにつかせよう。それはちょうど、わたしが勝利しょうりを得えてわたしの父ちちと共ともにその御座みざについたのと同様どうようである。 22耳みみのある者ものは、御霊みたまが諸しょ教会きょうかいに言いうことを聞きくがよい』」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1その後のち、わたしが見みていると、見みよ、開ひらいた門もんが天てんにあった。そして、さきにラッパのような声こえでわたしに呼よびかけるのを聞きいた初はじめの声こえが、「ここに上のぼってきなさい。そうしたら、これから後のちに起おこるべきことを、見みせてあげよう」と言いった。 2すると、たちまち、わたしは御霊みたまに感かんじた。見みよ、御座みざが天てんに設もうけられており、その御座みざにいますかたがあった。 3その座ざにいますかたは、碧玉へきぎょくや赤あかめのうのように見みえ、また、御座みざのまわりには、緑玉りょくぎょくのように見みえるにじが現あらわれていた。 4また、御座みざのまわりには二十四の座ざがあって、二十四人にんの長老ちょうろうが白しろい衣ころもを身みにまとい、頭あたまに金きんの冠かんむりをかぶって、それらの座ざについていた。 5御座みざからは、いなずまと、もろもろの声こえと、雷鳴らいめいとが、発はっしていた。また、七つのともし火ひが、御座みざの前まえで燃もえていた。これらは、神かみの七つの霊れいである。 6御座みざの前まえは、水晶すいしょうに似にたガラスの海うみのようであった。御座みざのそば近ちかくそのまわりには、四つの生いき物ものがいたが、その前まえにも後のちにも、一面めんに目めがついていた。 7第だい一の生いき物ものはししのようであり、第だい二の生いき物ものは雄お牛うしのようであり、第だい三の生いき物ものは人ひとのような顔かおをしており、第だい四の生いき物ものは飛とぶわしのようであった。 8この四つの生いき物ものには、それぞれ六つの翼つばさがあり、その翼つばさのまわりも内側うちがわも目めで満みちていた。そして、昼ひるも夜よるも、絶たえ間まなくこう叫さけびつづけていた、

      
        「聖せいなるかな、聖せいなるかな、聖せいなるかな、

        全能者ぜんのうしゃにして主しゅなる神かみ。

        昔むかしいまし、今いまいまし、やがてきたるべき者もの」。

      
9これらの生いき物ものが、御座みざにいまし、かつ、世々よよ限かぎりなく生いきておられるかたに、栄光えいこうとほまれとを帰きし、また、感謝かんしゃをささげている時とき、 10二十四人にんの長老ちょうろうは、御座みざにいますかたのみまえにひれ伏ふし、世々よよ限かぎりなく生いきておられるかたを拝おがみ、彼かれらの冠かんむりを御座みざのまえに、投なげ出だして言いった、

      
        11「われらの主しゅなる神かみよ、

        あなたこそは、

        栄光えいこうとほまれと力ちからとを受うけるにふさわしいかた。

        あなたは万物ばんぶつを造つくられました。

        御旨みむねによって、万物ばんぶつは存在そんざいし、

        また造つくられたのであります」。

      

    

  


  


  
    第五章


    
      1わたしはまた、御座みざにいますかたの右みぎの手てに、巻物まきものがあるのを見みた。その内側うちがわにも外側そとがわにも字じが書かいてあって、七つの封印ふういんで封ふうじてあった。 2また、ひとりの強つよい御使みつかいが、大声おおごえで、「その巻物まきものを開ひらき、封印ふういんをとくのにふさわしい者ものは、だれか」と呼よばわっているのを見みた。 3しかし、天てんにも地ちにも地ちの下したにも、この巻物まきものを開ひらいて、それを見みることのできる者ものは、ひとりもいなかった。 4巻物まきものを開ひらいてそれを見みるのにふさわしい者ものが見当みあたらないので、わたしは激はげしく泣ないていた。 5すると、長老ちょうろうのひとりがわたしに言いった、「泣なくな。見みよ、ユダ族ぞくのしし、ダビデの若わか枝えだであるかたが、勝利しょうりを得えたので、その巻物まきものを開ひらき七つの封印ふういんを解とくことができる」。
    


    
      6わたしはまた、御座みざと四つの生いき物ものとの間あいだ、長老ちょうろうたちの間あいだに、ほふられたとみえる小羊こひつじが立たっているのを見みた。それに七つの角つのと七つの目めとがあった。これらの目めは、全ぜん世界せかいにつかわされた、神かみの七つの霊れいである。 7小羊こひつじは進すすみ出でて、御座みざにいますかたの右みぎの手てから、巻物まきものを受うけとった。 8巻物まきものを受うけとった時とき、四つの生いき物ものと二十四人にんの長老ちょうろうとは、おのおの、立琴たてごとと、香こうの満みちている金きんの鉢はちとを手てに持もって、小羊こひつじの前まえにひれ伏ふした。この香こうは聖徒せいとの祈いのりである。 9彼かれらは新あたらしい歌うたを歌うたって言いった、「あなたこそは、その巻物まきものを受うけとり、封印ふういんを解とくにふさわしいかたであります。あなたはほふられ、その血ちによって、神かみのために、あらゆる部族ぶぞく、国語こくご、民族みんぞく、国民こくみんの中なかから人々ひとびとをあがない、 10わたしたちの神かみのために、彼かれらを御国みくにの民たみとし、祭司さいしとなさいました。彼かれらは地上ちじょうを支配しはいするに至いたるでしょう」。
    


    
      11さらに見みていると、御座みざと生いき物ものと長老ちょうろうたちとのまわりに、多おおくの御使みつかいたちの声こえが上あがるのを聞きいた。その数かずは万の幾いく万倍ばい、千の幾いく千倍ばいもあって、 12大声おおごえで叫さけんでいた、

      
        「ほふられた小羊こひつじこそは、

        力ちからと、富とみと、知恵ちえと、勢いきおいと、ほまれと、栄光えいこうと、

        さんびとを受うけるにふさわしい」。

      
13またわたしは、天てんと地ち、地ちの下したと海うみの中なかにあるすべての造つくられたもの、そして、それらの中なかにあるすべてのものの言いう声こえを聞きいた、

      
        「御座みざにいますかたと小羊こひつじとに、

        さんびと、ほまれと、栄光えいこうと、権力けんりょくとが、

        世々よよ限かぎりなくあるように」。

      
14四つの生いき物ものはアァメンと唱となえ、長老ちょうろうたちはひれ伏ふして礼拝れいはいした。
    

  


  


  
    第六章


    
      1小羊こひつじがその七つの封印ふういんの一つを解といた時とき、わたしが見みていると、四つの生いき物ものの一つが、雷かみなりのような声こえで「きたれ」と呼よぶのを聞きいた。 2そして見みていると、見みよ、白しろい馬うまが出でてきた。そして、それに乗のっている者ものは、弓ゆみを手てに持もっており、また冠かんむりを与あたえられて、勝利しょうりの上うえにもなお勝利しょうりを得えようとして出でかけた。
    


    
      3小羊こひつじが第だい二の封印ふういんを解といた時とき、第だい二の生いき物ものが「きたれ」と言いうのを、わたしは聞きいた。 4すると今度こんどは、赤あかい馬うまが出でてきた。そして、それに乗のっている者ものは、人々ひとびとが互たがいに殺ころし合あうようになるために、地上ちじょうから平和へいわを奪うばい取とることを許ゆるされ、また、大おおきなつるぎを与あたえられた。
    


    
      5また、第だい三の封印ふういんを解といた時とき、第だい三の生いき物ものが「きたれ」と言いうのを、わたしは聞きいた。そこで見みていると、見みよ、黒くろい馬うまが出でてきた。そして、それに乗のっている者ものは、はかりを手てに持もっていた。 6すると、わたしは四つの生いき物ものの間あいだから出でて来くると思おもわれる声こえが、こう言いうのを聞きいた、「小麦こむぎ一ますは一デナリ。大麦おおむぎ三ますも一デナリ。オリブ油ゆとぶどう酒しゅとを、そこなうな」。
    


    
      7小羊こひつじが第だい四の封印ふういんを解といた時とき、第だい四の生いき物ものが「きたれ」と言いう声こえを、わたしは聞きいた。 8そこで見みていると、見みよ、青白あおじろい馬うまが出でてきた。そして、それに乗のっている者ものの名なは「死し」と言いい、それに黄泉よみが従したがっていた。彼かれらには、地ちの四分ぶんの一を支配しはいする権威けんい、および、つるぎと、ききんと、死しと、地ちの獣けものらとによって人ひとを殺ころす権威けんいとが、与あたえられた。
    


    
      9小羊こひつじが第だい五の封印ふういんを解といた時とき、神かみの言ことばのゆえに、また、そのあかしを立たてたために、殺ころされた人々ひとびとの霊魂れいこんが、祭壇さいだんの下したにいるのを、わたしは見みた。 10彼かれらは大声おおごえで叫さけんで言いった、「聖せいなる、まことなる主しゅよ。いつまであなたは、さばくことをなさらず、また地ちに住すむ者ものに対たいして、わたしたちの血ちの報復ほうふくをなさらないのですか」。 11すると、彼かれらのひとりびとりに白しろい衣ころもが与あたえられ、それから、「彼かれらと同おなじく殺ころされようとする僕しもべ仲間なかまや兄弟きょうだいたちの数かずが満みちるまで、もうしばらくの間あいだ、休やすんでいるように」と言いい渡わたされた。
    


    
      12小羊こひつじが第だい六の封印ふういんを解といた時とき、わたしが見みていると、大だい地震じしんが起おこって、太陽たいようは毛織けおりの荒布あらぬののように黒くろくなり、月つきは全面ぜんめん、血ちのようになり、 13天てんの星ほしは、いちじくのまだ青あおい実みが大風おおふうに揺ゆられて振ふり落おとされるように、地ちに落おちた。 14天てんは巻物まきものが巻まかれるように消きえていき、すべての山やまと島しまとはその場所ばしょから移うつされてしまった。 15地ちの王おうたち、高官こうかん、千卒長せんそつちょう、富とめる者もの、勇者ゆうしゃ、奴隷どれい、自由人じゆうじんらはみな、ほら穴あなや山やまの岩いわかげに、身みをかくした。 16そして、山やまと岩いわとにむかって言いった、「さあ、われわれをおおって、御座みざにいますかたの御顔みかおと小羊こひつじの怒いかりとから、かくまってくれ。 17御み怒いかりの大おおいなる日ひが、すでにきたのだ。だれが、その前まえに立たつことができようか」。
    

  


  


  
    第七章


    
      1この後のち、わたしは四人にんの御使みつかいが地ちの四すみに立たっているのを見みた。彼かれらは地ちの四方しほうの風かぜをひき止とめて、地ちにも海うみにもすべての木きにも、吹ふきつけないようにしていた。 2また、もうひとりの御使みつかいが、生いける神かみの印いんを持もって、日ひの出でる方ほうから上のぼって来くるのを見みた。彼かれは地ちと海うみとをそこなう権威けんいを授さずかっている四人にんの御使みつかいにむかって、大声おおごえで叫さけんで言いった、 3「わたしたちの神かみの僕しもべらの額ひたいに、わたしたちが印いんをおしてしまうまでは、地ちと海うみと木きとをそこなってはならない」。 4わたしは印いんをおされた者ものの数かずを聞きいたが、イスラエルの子こらのすべての部族ぶぞくのうち、印いんをおされた者ものは十四万四千人にんであった。

      
        5ユダの部族ぶぞくのうち、一万二千人にんが印いんをおされ、

        ルベンの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        ガドの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        6アセルの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        ナフタリの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        マナセの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        7シメオンの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        レビの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        イサカルの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        8ゼブルンの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        ヨセフの部族ぶぞくのうち、一万二千人にん、

        ベニヤミンの部族ぶぞくのうち、

        一万二千人にんが印いんをおされた。

      

    


    
      9その後のち、わたしが見みていると、見みよ、あらゆる国民こくみん、部族ぶぞく、民族みんぞく、国語こくごのうちから、数かぞえきれないほどの大おおぜいの群衆ぐんしゅうが、白しろい衣ころもを身みにまとい、しゅろの枝えだを手てに持もって、御座みざと小羊こひつじとの前まえに立たち、 10大声おおごえで叫さけんで言いった、

      
        「救すくいは、御座みざにいますわれらの神かみと

        小羊こひつじからきたる」。

      
11御使みつかいたちはみな、御座みざと長老ちょうろうたちと四つの生いき物ものとのまわりに立たっていたが、御座みざの前まえにひれ伏ふし、神かみを拝はいして言いった、

      
        12「アァメン、さんび、栄光えいこう、知恵ちえ、感謝かんしゃ、

        ほまれ、力ちから、勢いきおいが、世々よよ限かぎりなく、

        われらの神かみにあるように、アァメン」。

      

    


    
      13長老ちょうろうたちのひとりが、わたしにむかって言いった、「この白しろい衣ころもを身みにまとっている人々ひとびとは、だれか。また、どこからきたのか」。 14わたしは彼かれに答こたえた、「わたしの主しゅよ、それはあなたがご存ぞんじです」。すると、彼かれはわたしに言いった、「彼かれらは大おおきな患難かんなんをとおってきた人ひとたちであって、その衣ころもを小羊こひつじの血ちで洗あらい、それを白しろくしたのである。 15それだから彼かれらは、神かみの御座みざの前まえにおり、昼ひるも夜よるもその聖所せいじょで神かみに仕つかえているのである。御座みざにいますかたは、彼かれらの上うえに幕屋まくやを張はって共ともに住すまわれるであろう。 16彼かれらは、もはや飢うえることがなく、かわくこともない。太陽たいようも炎暑えんしょも、彼かれらを侵おかすことはない。 17御座みざの正面しょうめんにいます小羊こひつじは彼かれらの牧者ぼくしゃとなって、いのちの水みずの泉いずみに導みちびいて下くださるであろう。また神かみは、彼かれらの目めから涙なみだをことごとくぬぐいとって下くださるであろう」。
    

  


  


  
    第八章


    
      1小羊こひつじが第だい七の封印ふういんを解といた時とき、半はん時間じかんばかり天てんに静しずけさがあった。 2それからわたしは、神かみのみまえに立たっている七人にんの御使みつかいを見みた。そして、七つのラッパが彼かれらに与あたえられた。
    


    
      3また、別べつの御使みつかいが出でてきて、金きんの香炉こうろを手てに持もって祭壇さいだんの前まえに立たった。たくさんの香こうが彼かれに与あたえられていたが、これは、すべての聖徒せいとの祈いのりに加くわえて、御座みざの前まえの金きんの祭壇さいだんの上うえにささげるためのものであった。 4香こうの煙けむりは、御使みつかいの手てから、聖徒せいとたちの祈いのりと共ともに神かみのみまえに立たちのぼった。 5御使みつかいはその香炉こうろをとり、これに祭壇さいだんの火ひを満みたして、地ちに投なげつけた。すると、多おおくの雷鳴らいめいと、もろもろの声こえと、いなずまと、地震じしんとが起おこった。
    


    
      6そこで、七つのラッパを持もっている七人にんの御使みつかいが、それを吹ふく用意よういをした。
    


    
      7第だい一の御使みつかいが、ラッパを吹ふき鳴ならした。すると、血ちのまじった雹ひょうと火ひとがあらわれて、地上ちじょうに降ふってきた。そして、地ちの三分ぶんの一が焼やけ、木きの三分ぶんの一が焼やけ、また、すべての青草あおくさも焼やけてしまった。
    


    
      8第だい二の御使みつかいが、ラッパを吹ふき鳴ならした。すると、火ひの燃もえさかっている大おおきな山やまのようなものが、海うみに投なげ込こまれた。そして、海うみの三分ぶんの一は血ちとなり、 9海うみの中なかの造つくられた生いき物ものの三分ぶんの一は死しに、舟ふねの三分ぶんの一がこわされてしまった。
    


    
      10第だい三の御使みつかいが、ラッパを吹ふき鳴ならした。すると、たいまつのように燃もえている大おおきな星ほしが、空そらから落おちてきた。そしてそれは、川かわの三分ぶんの一とその水源すいげんとの上うえに落おちた。 11この星ほしの名なは「苦にがよもぎ」と言いい、水みずの三分ぶんの一が「苦にがよもぎ」のように苦にがくなった。水みずが苦にがくなったので、そのために多おおくの人ひとが死しんだ。
    


    
      12第だい四の御使みつかいが、ラッパを吹ふき鳴ならした。すると、太陽たいようの三分ぶんの一と、月つきの三分ぶんの一と、星ほしの三分ぶんの一とが打うたれて、これらのものの三分ぶんの一は暗くらくなり、昼ひるの三分ぶんの一は明あかるくなくなり、夜よるも同おなじようになった。
    


    
      13また、わたしが見みていると、一羽わのわしが中空なかぞらを飛とび、大おおきな声こえでこう言いうのを聞きいた、「ああ、わざわいだ、わざわいだ、地ちに住すむ人々ひとびとは、わざわいだ。なお三人にんの御使みつかいがラッパを吹ふき鳴ならそうとしている」。
    

  


  


  
    第九章


    
      1第だい五の御使みつかいが、ラッパを吹ふき鳴ならした。するとわたしは、一つの星ほしが天てんから地ちに落おちて来くるのを見みた。この星ほしに、底そこ知しれぬ所ところの穴あなを開ひらくかぎが与あたえられた。 2そして、この底そこ知しれぬ所ところの穴あなが開ひらかれた。すると、その穴あなから煙けむりが大おおきな炉ろの煙けむりのように立たちのぼり、その穴あなの煙けむりで、太陽たいようも空気くうきも暗くらくなった。 3その煙けむりの中なかから、いなごが地上ちじょうに出でてきたが、地ちのさそりが持もっているような力ちからが、彼かれらに与あたえられた。 4彼かれらは、地ちの草くさやすべての青草あおくさ、またすべての木きをそこなってはならないが、額ひたいに神かみの印いんがない人ひとたちには害がいを加くわえてもよいと、言いい渡わたされた。 5彼かれらは、人間にんげんを殺ころすことはしないで、五か月げつのあいだ苦くるしめることだけが許ゆるされた。彼かれらの与あたえる苦痛くつうは、人ひとがさそりにさされる時ときのような苦痛くつうであった。 6その時ときには、人々ひとびとは死しを求もとめても与あたえられず、死しにたいと願ねがっても、死しは逃にげて行いくのである。 7これらのいなごは、出陣しゅつじんの用意よういのととのえられた馬うまによく似にており、その頭あたまには金きんの冠かんむりのようなものをつけ、その顔かおは人間にんげんの顔かおのようであり、 8また、そのかみの毛けは女おんなのかみのようであり、その歯ははししの歯はのようであった。 9また、鉄てつの胸当むねあてのような胸当むねあてをつけており、その羽はねの音おとは、馬うまに引ひかれて戦場せんじょうに急いそぐ多おおくの戦車せんしゃの響ひびきのようであった。 10その上うえ、さそりのような尾おと針はりとを持もっている。その尾おには、五か月げつのあいだ人間にんげんをそこなう力ちからがある。 11彼かれらは、底そこ知しれぬ所ところの使つかいを王おうにいただいており、その名なをヘブル語ごでアバドンと言いい、ギリシヤ語ごではアポルオンと言いう。
    


    
      12第だい一のわざわいは、過すぎ去さった。見みよ、この後のち、なお二つのわざわいが来くる。
    


    
      13第だい六の御使みつかいが、ラッパを吹ふき鳴ならした。すると、一つの声こえが、神かみのみまえにある金きんの祭壇さいだんの四つの角つのから出でて、 14ラッパを持もっている第だい六の御使みつかいにこう呼よびかけるのを、わたしは聞きいた。「大だいユウフラテ川がわのほとりにつながれている四人にんの御使みつかいを、解といてやれ」。 15すると、その時とき、その日ひ、その月つき、その年としに備そなえておかれた四人にんの御使みつかいが、人間にんげんの三分ぶんの一を殺ころすために、解とき放はなたれた。 16騎兵隊きへいたいの数かずは二億おくであった。わたしはその数かずを聞きいた。 17そして、まぼろしの中なかで、それらの馬うまとそれに乗のっている者ものたちとを見みると、乗のっている者ものたちは、火ひの色いろと青玉色せいぎょくしょくと硫黄いおうの色いろの胸当むねあてをつけていた。そして、それらの馬うまの頭あたまはししの頭あたまのようであって、その口くちから火ひと煙けむりと硫黄いおうとが、出でていた。 18この三つの災害さいがい、すなわち、彼かれらの口くちから出でて来くる火ひと煙けむりと硫黄いおうとによって、人間にんげんの三分ぶんの一は殺ころされてしまった。 19馬うまの力ちからはその口くちと尾おとにある。その尾おはへびに似にていて、それに頭あたまがあり、その頭あたまで人ひとに害がいを加くわえるのである。 20これらの災害さいがいで殺ころされずに残のこった人々ひとびとは、自分じぶんの手てで造つくったものについて、悔くい改あらためようとせず、また悪霊あくれいのたぐいや、金きん、銀ぎん、銅どう、石いし、木きで造つくられ、見みることも聞きくことも歩あるくこともできない偶像ぐうぞうを礼拝れいはいして、やめようともしなかった。 21また、彼かれらは、その犯おかした殺人さつじんや、まじないや、不品行ふひんこうや、盗ぬすみを悔くい改あらためようとしなかった。
    

  


  


  
    第十章


    
      1わたしは、もうひとりの強つよい御使みつかいが、雲くもに包つつまれて、天てんから降おりて来くるのを見みた。その頭あたまに、にじをいただき、その顔かおは太陽たいようのようで、その足あしは火ひの柱はしらのようであった。 2彼かれは、開ひらかれた小ちいさな巻物まきものを手てに持もっていた。そして、右足みぎあしを海うみの上うえに、左足ひだりあしを地ちの上うえに踏ふみおろして、 3ししがほえるように大声おおごえで叫さけんだ。彼かれが叫さけぶと、七つの雷かみなりがおのおのその声こえを発はっした。 4七つの雷かみなりが声こえを発はっした時とき、わたしはそれを書かきとめようとした。すると、天てんから声こえがあって、「七つの雷かみなりの語かたったことを封印ふういんせよ。それを書かきとめるな」と言いうのを聞きいた。 5それから、海うみと地ちの上うえに立たっているのをわたしが見みたあの御使みつかいは、天てんにむけて右手みぎてを上あげ、 6天てんとその中なかにあるもの、地ちとその中なかにあるもの、海うみとその中なかにあるものを造つくり、世々よよ限かぎりなく生いきておられるかたをさして誓ちかった、「もう時ときがない。 7第だい七の御使みつかいが吹ふき鳴ならすラッパの音おとがする時ときには、神かみがその僕しもべ、預言者よげんしゃたちにお告つげになったとおり、神かみの奥義おくぎは成就じょうじゅされる」。 8すると、前まえに天てんから聞きこえてきた声こえが、またわたしに語かたって言いった、「さあ行いって、海うみと地ちとの上うえに立たっている御使みつかいの手てに開ひらかれている巻物まきものを、受うけ取とりなさい」。 9そこで、わたしはその御使みつかいのもとに行いって、「その小ちいさな巻物まきものを下ください」と言いった。すると、彼かれは言いった、「取とって、それを食たべてしまいなさい。あなたの腹はらには苦にがいが、口くちには蜜みつのように甘あまい」。 10わたしは御使みつかいの手てからその小ちいさな巻物まきものを受うけ取とって食たべてしまった。すると、わたしの口くちには蜜みつのように甘あまかったが、それを食たべたら、腹はらが苦にがくなった。 11その時とき、「あなたは、もう一度いちど、多おおくの民族みんぞく、国民こくみん、国語こくご、王おうたちについて、預言よげんせねばならない」と言いう声こえがした。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1それから、わたしはつえのような測はかりざおを与あたえられて、こう命めいじられた、「さあ立たって、神かみの聖所せいじょと祭壇さいだんと、そこで礼拝れいはいしている人々ひとびととを、測はかりなさい。 2聖所せいじょの外そとの庭にわはそのままにしておきなさい。それを測はかってはならない。そこは異邦人いほうじんに与あたえられた所ところだから。彼かれらは、四十二か月げつの間あいだこの聖せいなる都みやこを踏ふみにじるであろう。 3そしてわたしは、わたしのふたりの証人しょうにんに、荒布あらぬのを着きて、千二百六十日にちのあいだ預言よげんすることを許ゆるそう」。 4彼かれらは、全ぜん地ちの主しゅのみまえに立たっている二本ほんのオリブの木き、また、二つの燭台しょくだいである。 5もし彼かれらに害がいを加くわえようとする者ものがあれば、彼かれらの口くちから火ひが出でて、その敵てきを滅ほろぼすであろう。もし彼かれらに害がいを加くわえようとする者ものがあれば、その者ものはこのように殺ころされねばならない。 6預言よげんをしている期間きかん、彼かれらは、天てんを閉とじて雨あめを降ふらせないようにする力ちからを持もっている。さらにまた、水みずを血ちに変かえ、何なに度どでも思おもうままに、あらゆる災害さいがいで地ちを打うつ力ちからを持もっている。 7そして、彼かれらがそのあかしを終おえると、底そこ知しれぬ所ところからのぼって来くる獣けものが、彼かれらと戦たたかって打うち勝かち、彼かれらを殺ころす。 8彼かれらの死体したいはソドムや、エジプトにたとえられている大おおいなる都みやこの大通おおどおりにさらされる。彼かれらの主しゅも、この都みやこで十字架じゅうじかにつけられたのである。 9いろいろな民族みんぞく、部族ぶぞく、国語こくご、国民こくみんに属ぞくする人々ひとびとが、三日か半はんの間あいだ、彼かれらの死体したいをながめるが、その死体したいを墓はかに納おさめることは許ゆるさない。 10地ちに住すむ人々ひとびとは、彼かれらのことで喜よろこび楽たのしみ、互たがいに贈おくり物ものをしあう。このふたりの預言者よげんしゃは、地ちに住すむ者ものたちを悩なやましたからである。 11三日か半はんの後のち、いのちの息いきが、神かみから出でて彼かれらの中なかにはいり、そして、彼かれらが立たち上あがったので、それを見みた人々ひとびとは非常ひじょうな恐怖きょうふに襲おそわれた。 12その時とき、天てんから大おおきな声こえがして、「ここに上のぼってきなさい」と言いうのを、彼かれらは聞きいた。そして、彼かれらは雲くもに乗のって天てんに上のぼった。彼かれらの敵てきはそれを見みた。 13この時とき、大だい地震じしんが起おこって、都みやこの十分じゅうぶんの一は倒たおれ、その地震じしんで七千人にんが死しに、生いき残のこった人々ひとびとは驚おどろき恐おそれて、天てんの神かみに栄光えいこうを帰きした。
    


    
      14第だい二のわざわいは、過すぎ去さった。見みよ、第だい三のわざわいがすぐに来くる。
    


    
      15第だい七の御使みつかいが、ラッパを吹ふき鳴ならした。すると、大おおきな声々こえごえが天てんに起おこって言いった、

      
        「この世よの国くには、

        われらの主しゅとそのキリストとの国くにとなった。

        主しゅは世々よよ限かぎりなく支配しはいなさるであろう」。

      
16そして、神かみのみまえで座ざについている二十四人にんの長老ちょうろうは、ひれ伏ふし、神かみを拝はいして言いった、

      
        17「今いまいまし、昔むかしいませる、全能者ぜんのうしゃにして主しゅなる神かみよ。

        大おおいなる御み力ちからをふるって支配しはいなさったことを、

        感謝かんしゃします。

        18諸しょ国民こくみんは怒いかり狂くるいましたが、

        あなたも怒いかりをあらわされました。

        そして、死人しにんをさばき、あなたの僕しもべなる

        預言者よげんしゃ、聖徒せいと、小ちいさき者ものも、大おおいなる者ものも、

        すべて御名みなをおそれる者ものたちに報むくいを与あたえ、また、

        地ちを滅ほろぼす者ものどもを滅ほろぼして下くださる時ときがきました」。

      

    


    
      19そして、天てんにある神かみの聖所せいじょが開ひらけて、聖所せいじょの中なかに契約けいやくの箱はこが見みえた。また、いなずまと、もろもろの声こえと、雷鳴らいめいと、地震じしんとが起おこり、大粒おおつぶの雹ひょうが降ふった。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1また、大おおいなるしるしが天てんに現あらわれた。ひとりの女おんなが太陽たいようを着きて、足あしの下したに月つきを踏ふみ、その頭あたまに十二の星ほしの冠かんむりをかぶっていた。 2この女おんなは子こを宿やどしており、産うみの苦くるしみと悩なやみとのために、泣なき叫さけんでいた。 3また、もう一つのしるしが天てんに現あらわれた。見みよ、大おおきな、赤あかい龍りゅうがいた。それに七つの頭あたまと十の角つのとがあり、その頭あたまに七つの冠かんむりをかぶっていた。 4その尾おは天てんの星ほしの三分ぶんの一を掃はき寄よせ、それらを地ちに投なげ落おとした。龍りゅうは子こを産うもうとしている女おんなの前まえに立たち、生うまれたなら、その子こを食くい尽つくそうとかまえていた。 5女おんなは男おとこの子こを産うんだが、彼かれは鉄てつのつえをもってすべての国民こくみんを治おさめるべき者ものである。この子こは、神かみのみもとに、その御座みざのところに、引ひき上あげられた。 6女おんなは荒野あらのへ逃にげて行いった。そこには、彼女かのじょが千二百六十日にちのあいだ養やしなわれるように、神かみの用意よういされた場所ばしょがあった。
    


    
      7さて、天てんでは戦たたかいが起おこった。ミカエルとその御使みつかいたちとが、龍りゅうと戦たたかったのである。龍りゅうもその使つかいたちも応戦おうせんしたが、 8勝かてなかった。そして、もはや天てんには彼かれらのおる所ところがなくなった。 9この巨大きょだいな龍りゅう、すなわち、悪魔あくまとか、サタンとか呼よばれ、全ぜん世界せかいを惑まどわす年としを経へたへびは、地ちに投なげ落おとされ、その使つかいたちも、もろともに投なげ落おとされた。 10その時ときわたしは、大おおきな声こえが天てんでこう言いうのを聞きいた、

      
        「今いまや、われらの神かみの救すくいと力ちからと国くにと、

        神かみのキリストの権威けんいとは、現あらわれた。

        われらの兄弟きょうだいらを訴うったえる者もの、

        夜昼よるひるわれらの神かみのみまえで彼かれらを訴うったえる者ものは、

        投なげ落おとされた。

        11兄弟きょうだいたちは、

        小羊こひつじの血ちと彼かれらのあかしの言葉ことばとによって、

        彼かれにうち勝かち、

        死しに至いたるまでもそのいのちを惜おしまなかった。

        12それゆえに、天てんとその中なかに住すむ者ものたちよ、

        大おおいに喜よろこべ。

        しかし、地ちと海うみよ、

        おまえたちはわざわいである。

        悪魔あくまが、自分じぶんの時ときが短みじかいのを知しり、

        激はげしい怒いかりをもって、

        おまえたちのところに下くだってきたからである」。

      
13龍りゅうは、自分じぶんが地上ちじょうに投なげ落おとされたと知しると、男子だんしを産うんだ女おんなを追おいかけた。 14しかし、女おんなは自分じぶんの場所ばしょである荒野あらのに飛とんで行いくために、大おおきなわしの二つの翼つばさを与あたえられた。そしてそこでへびからのがれて、一年ねん、二年ねん、また、半年はんとしの間あいだ、養やしなわれることになっていた。 15へびは女おんなの後うしろに水みずを川かわのように、口くちから吐はき出だして、女おんなをおし流ながそうとした。 16しかし、地ちは女おんなを助たすけた。すなわち、地ちはその口くちを開ひらいて、龍りゅうが口くちから吐はき出だした川かわを飲のみほした。 17龍りゅうは、女おんなに対たいして怒いかりを発はっし、女おんなの残のこりの子こら、すなわち、神かみの戒いましめを守まもり、イエスのあかしを持もっている者ものたちに対たいして、戦たたかいをいどむために、出でて行いった。 18そして、海うみの砂すなの上うえに立たった。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1わたしはまた、一匹ぴきの獣けものが海うみから上のぼって来くるのを見みた。それには角つのが十本ぽん、頭あたまが七つあり、それらの角つのには十の冠かんむりがあって、頭あたまには神かみを汚けがす名ながついていた。 2わたしの見みたこの獣けものはひょうに似にており、その足あしはくまの足あしのようで、その口くちはししの口くちのようであった。龍りゅうは自分じぶんの力ちからと位くらいと大おおいなる権威けんいとを、この獣けものに与あたえた。 3その頭あたまの一つが、死しぬほどの傷きずを受うけたが、その致命ちめい的てきな傷きずもなおってしまった。そこで、全ぜん地ちの人々ひとびとは驚おどろきおそれて、その獣けものに従したがい、 4また、龍りゅうがその権威けんいを獣けものに与あたえたので、人々ひとびとは龍りゅうを拝おがみ、さらに、その獣けものを拝おがんで言いった、「だれが、この獣けものに匹敵ひってきし得えようか。だれが、これと戦たたかうことができようか」。 5この獣けものには、また、大言たいげんを吐はき汚けがしごとを語かたる口くちが与あたえられ、四十二か月げつのあいだ活動かつどうする権威けんいが与あたえられた。 6そこで、彼かれは口くちを開ひらいて神かみを汚けがし、神かみの御名みなと、その幕屋まくや、すなわち、天てんに住すむ者ものたちとを汚けがした。 7そして彼かれは、聖徒せいとに戦たたかいをいどんでこれに勝かつことを許ゆるされ、さらに、すべての部族ぶぞく、民族みんぞく、国語こくご、国民こくみんを支配しはいする権威けんいを与あたえられた。 8地ちに住すむ者もので、ほふられた小羊こひつじのいのちの書しょに、その名なを世よの初はじめからしるされていない者ものはみな、この獣けものを拝おがむであろう。 9耳みみのある者ものは、聞きくがよい。 10とりこになるべき者ものは、とりこになっていく。つるぎで殺ころす者ものは、自みずからもつるぎで殺ころされねばならない。ここに、聖徒せいとたちの忍耐にんたいと信仰しんこうとがある。
    


    
      11わたしはまた、ほかの獣けものが地ちから上のぼって来くるのを見みた。それには小羊こひつじのような角つのが二つあって、龍りゅうのように物ものを言いった。 12そして、先さきの獣けものの持もつすべての権力けんりょくをその前まえで働はたらかせた。また、地ちと地ちに住すむ人々ひとびとに、致命ちめい的てきな傷きずがいやされた先さきの獣けものを拝おがませた。 13また、大おおいなるしるしを行おこなって、人々ひとびとの前まえで火ひを天てんから地ちに降ふらせることさえした。 14さらに、先さきの獣けものの前まえで行おこなうのを許ゆるされたしるしで、地ちに住すむ人々ひとびとを惑まどわし、かつ、つるぎの傷きずを受うけてもなお生いきている先さきの獣けものの像ぞうを造つくることを、地ちに住すむ人々ひとびとに命めいじた。 15それから、その獣けものの像ぞうに息いきを吹ふき込こんで、その獣けものの像ぞうが物ものを言いうことさえできるようにし、また、その獣けものの像ぞうを拝おがまない者ものをみな殺ころさせた。 16また、小ちいさき者ものにも、大おおいなる者ものにも、富とめる者ものにも、貧まずしき者ものにも、自由人じゆうじんにも、奴隷どれいにも、すべての人々ひとびとに、その右みぎの手てあるいは額ひたいに刻印こくいんを押おさせ、 17この刻印こくいんのない者ものはみな、物ものを買かうことも売うることもできないようにした。この刻印こくいんは、その獣けものの名な、または、その名なの数字すうじのことである。 18ここに、知恵ちえが必要ひつようである。思慮しりょのある者ものは、獣けものの数字すうじを解とくがよい。その数字すうじとは、人間にんげんをさすものである。そして、その数字すうじは六百六十六である。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1なお、わたしが見みていると、見みよ、小羊こひつじがシオンの山やまに立たっていた。また、十四万四千の人々ひとびとが小羊こひつじと共ともにおり、その額ひたいに小羊こひつじの名なとその父ちちの名なとが書かかれていた。 2またわたしは、大水おおみずのとどろきのような、激はげしい雷鳴らいめいのような声こえが、天てんから出でるのを聞きいた。わたしの聞きいたその声こえは、琴ことをひく人ひとが立琴たてごとをひく音おとのようでもあった。 3彼かれらは、御座みざの前まえ、四つの生いき物ものと長老ちょうろうたちとの前まえで、新あたらしい歌うたを歌うたった。この歌うたは、地ちからあがなわれた十四万四千人にんのほかは、だれも学まなぶことができなかった。 4彼かれらは、女おんなにふれたことのない者ものである。彼かれらは、純潔じゅんけつな者ものである。そして、小羊こひつじの行いく所ところへは、どこへでもついて行いく。彼かれらは、神かみと小羊こひつじとにささげられる初穂はつほとして、人間にんげんの中なかからあがなわれた者ものである。 5彼かれらの口くちには偽いつわりがなく、彼かれらは傷きずのない者ものであった。
    


    
      6わたしは、もうひとりの御使みつかいが中空なかぞらを飛とぶのを見みた。彼かれは地ちに住すむ者もの、すなわち、あらゆる国民こくみん、部族ぶぞく、国語こくご、民族みんぞくに宣のべ伝つたえるために、永遠えいえんの福音ふくいんをたずさえてきて、 7大声おおごえで言いった、「神かみをおそれ、神かみに栄光えいこうを帰きせよ。神かみのさばきの時ときがきたからである。天てんと地ちと海うみと水みずの源みなもととを造つくられたかたを、伏ふし拝おがめ」。
    


    
      8また、ほかの第だい二の御使みつかいが、続つづいてきて言いった、「倒たおれた、大おおいなるバビロンは倒たおれた。その不品行ふひんこうに対たいする激はげしい怒いかりのぶどう酒しゅを、あらゆる国民こくみんに飲のませた者もの」。
    


    
      9ほかの第だい三の御使みつかいが彼かれらに続つづいてきて、大声おおごえで言いった、「おおよそ、獣けものとその像ぞうとを拝おがみ、額ひたいや手てに刻印こくいんを受うける者ものは、 10神かみの怒いかりの杯さかずきに混まぜものなしに盛もられた、神かみの激はげしい怒いかりのぶどう酒しゅを飲のみ、聖せいなる御使みつかいたちと小羊こひつじとの前まえで、火ひと硫黄いおうとで苦くるしめられる。 11その苦くるしみの煙けむりは世々よよ限かぎりなく立たちのぼり、そして、獣けものとその像ぞうとを拝おがむ者もの、また、だれでもその名なの刻印こくいんを受うけている者ものは、昼ひるも夜よるも休やすみが得えられない。 12ここに、神かみの戒いましめを守まもり、イエスを信しんじる信仰しんこうを持もちつづける聖徒せいとの忍耐にんたいがある」。
    


    
      13またわたしは、天てんからの声こえがこう言いうのを聞きいた、「書かきしるせ、『今いまから後のち、主しゅにあって死しぬ死人しにんはさいわいである』」。御霊みたまも言いう、「しかり、彼かれらはその労苦ろうくを解とかれて休やすみ、そのわざは彼かれらについていく」。
    


    
      14また見みていると、見みよ、白しろい雲くもがあって、その雲くもの上うえに人ひとの子このような者ものが座ざしており、頭あたまには金きんの冠かんむりをいただき、手てには鋭するどいかまを持もっていた。 15すると、もうひとりの御使みつかいが聖所せいじょから出でてきて、雲くもの上うえに座ざしている者ものにむかって大声おおごえで叫さけんだ、「かまを入いれて刈かり取とりなさい。地ちの穀物こくもつは全まったく実みのり、刈かり取とるべき時ときがきた」。 16雲くもの上うえに座ざしている者ものは、そのかまを地ちに投なげ入いれた。すると、地ちのものが刈かり取とられた。
    


    
      17また、もうひとりの御使みつかいが、天てんの聖所せいじょから出でてきたが、彼かれもまた鋭するどいかまを持もっていた。 18さらに、もうひとりの御使みつかいで、火ひを支配しはいする権威けんいを持もっている者ものが、祭壇さいだんから出でてきて、鋭するどいかまを持もつ御使みつかいにむかい、大声おおごえで言いった、「その鋭するどいかまを地ちに入いれて、地ちのぶどうのふさを刈かり集あつめなさい。ぶどうの実みがすでに熟じゅくしているから」。 19そこで、御使みつかいはそのかまを地ちに投なげ入いれて、地ちのぶどうを刈かり集あつめ、神かみの激はげしい怒いかりの大おおきな酒さかぶねに投なげ込こんだ。 20そして、その酒さかぶねが都みやこの外そとで踏ふまれた。すると、血ちが酒さかぶねから流ながれ出でて、馬うまのくつわにとどくほどになり、一千六百丁ちょうにわたってひろがった。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1またわたしは、天てんに大おおいなる驚おどろくべきほかのしるしを見みた。七人にんの御使みつかいが、最後さいごの七つの災害さいがいを携たずさえていた。これらの災害さいがいで神かみの激はげしい怒いかりがその頂点ちょうてんに達たっするのである。 2またわたしは、火ひのまじったガラスの海うみのようなものを見みた。そして、このガラスの海うみのそばに、獣けものとその像ぞうとその名なの数字すうじとにうち勝かった人々ひとびとが、神かみの立琴たてごとを手てにして立たっているのを見みた。 3彼かれらは、神かみの僕しもべモーセの歌うたと小羊こひつじの歌うたとを歌うたって言いった、

      
        「全能者ぜんのうしゃにして主しゅなる神かみよ。

        あなたのみわざは、

        大おおいなる、また驚おどろくべきものであります。

        万民ばんみんの王おうよ、

        あなたの道みちは正ただしく、かつ真実しんじつであります。

        4主しゅよ、あなたをおそれず、

        御名みなをほめたたえない者ものが、ありましょうか。

        あなただけが聖せいなるかたであり、

        あらゆる国民こくみんはきて、あなたを伏ふし拝おがむでしょう。

        あなたの正ただしいさばきが、

        あらわれるに至いたったからであります」。

      

    


    
      5その後のち、わたしが見みていると、天てんにある、あかしの幕屋まくやの聖所せいじょが開ひらかれ、 6その聖所せいじょから、七つの災害さいがいを携たずさえている七人にんの御使みつかいが、汚けがれのない、光ひかり輝かがやく亜麻布あまぬのを身みにまとい、金きんの帯おびを胸むねにしめて、出でてきた。 7そして、四つの生いき物ものの一つが、世々よよ限かぎりなく生いきておられる神かみの激はげしい怒いかりの満みちた七つの金きんの鉢はちを、七人にんの御使みつかいに渡わたした。 8すると、聖所せいじょは神かみの栄光えいこうとその力ちからとから立たちのぼる煙けむりで満みたされ、七人にんの御使みつかいの七つの災害さいがいが終おわってしまうまでは、だれも聖所せいじょにはいることができなかった。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1それから、大おおきな声こえが聖所せいじょから出でて、七人にんの御使みつかいにむかい、「さあ行いって、神かみの激はげしい怒いかりの七つの鉢はちを、地ちに傾かたむけよ」と言いうのを聞きいた。
    


    
      2そして、第だい一の者ものが出でて行いって、その鉢はちを地ちに傾かたむけた。すると、獣けものの刻印こくいんを持もつ人々ひとびとと、その像ぞうを拝おがむ人々ひとびととのからだに、ひどい悪性あくせいのでき物ものができた。
    


    
      3第だい二の者ものが、その鉢はちを海うみに傾かたむけた。すると、海うみは死人しにんの血ちのようになって、その中なかの生いき物ものがみな死しんでしまった。
    


    
      4第だい三の者ものがその鉢はちを川かわと水みずの源みなもととに傾かたむけた。すると、みな血ちになった。 5それから、水みずをつかさどる御使みつかいがこう言いうのを、聞きいた、「今いまいまし、昔むかしいませる聖せいなる者ものよ。このようにお定さだめになったあなたは、正ただしいかたであります。 6聖徒せいとと預言者よげんしゃとの血ちを流ながした者ものたちに、血ちをお飲のませになりましたが、それは当然とうぜんのことであります」。 7わたしはまた祭壇さいだんがこう言いうのを聞きいた、「全能者ぜんのうしゃにして主しゅなる神かみよ。しかり、あなたのさばきは真実しんじつで、かつ正ただしいさばきであります」。
    


    
      8第だい四の者ものが、その鉢はちを太陽たいように傾かたむけた。すると、太陽たいようは火ひで人々ひとびとを焼やくことを許ゆるされた。 9人々ひとびとは、激はげしい炎熱えんねつで焼やかれたが、これらの災害さいがいを支配しはいする神かみの御名みなを汚けがし、悔くい改あらためて神かみに栄光えいこうを帰きすることをしなかった。
    


    
      10第だい五の者ものが、その鉢はちを獣けものの座ざに傾かたむけた。すると、獣けものの国くには暗くらくなり、人々ひとびとは苦痛くつうのあまり舌したをかみ、 11その苦痛くつうとでき物ものとのゆえに、天てんの神かみをのろった。そして、自分じぶんの行おこないを悔くい改あらためなかった。
    


    
      12第だい六の者ものが、その鉢はちを大だいユウフラテ川がわに傾かたむけた。すると、その水みずは、日ひの出でる方ほうから来くる王おうたちに対たいし道みちを備そなえるために、かれてしまった。 13また見みると、龍りゅうの口くちから、獣けものの口くちから、にせ預言者よげんしゃの口くちから、かえるのような三つの汚けがれた霊れいが出でてきた。 14これらは、しるしを行おこなう悪霊あくれいの霊れいであって、全ぜん世界せかいの王おうたちのところに行いき、彼かれらを召集しょうしゅうしたが、それは、全能ぜんのうなる神かみの大おおいなる日ひに、戦たたかいをするためであった。 15（見みよ、わたしは盗人ぬすびとのように来くる。裸はだかのままで歩あるかないように、また、裸はだかの恥はじを見みられないように、目めをさまし着物きものを身みに着つけている者ものは、さいわいである。） 16三つの霊れいは、ヘブル語ごでハルマゲドンという所ところに、王おうたちを召集しょうしゅうした。
    


    
      17第だい七の者ものが、その鉢はちを空中くうちゅうに傾かたむけた。すると、大おおきな声こえが聖所せいじょの中なかから、御座みざから出でて、「事ことはすでに成なった」と言いった。 18すると、いなずまと、もろもろの声こえと、雷鳴らいめいとが起おこり、また激はげしい地震じしんがあった。それは人間にんげんが地上ちじょうにあらわれて以来いらい、かつてなかったようなもので、それほどに激はげしい地震じしんであった。 19大おおいなる都みやこは三つに裂さかれ、諸しょ国民こくみんの町々まちまちは倒たおれた。神かみは大おおいなるバビロンを思おもい起おこし、これに神かみの激はげしい怒いかりのぶどう酒しゅの杯さかずきを与あたえられた。 20島々しまじまはみな逃にげ去さり、山々やまやまは見みえなくなった。 21また一タラントの重おもさほどの大おおきな雹ひょうが、天てんから人々ひとびとの上うえに降ふってきた。人々ひとびとは、この雹ひょうの災害さいがいのゆえに神かみをのろった。その災害さいがいが、非常ひじょうに大おおきかったからである。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1それから、七つの鉢はちを持もつ七人にんの御使みつかいのひとりがきて、わたしに語かたって言いった、「さあ、きなさい。多おおくの水みずの上うえにすわっている大おお淫婦いんぷに対たいするさばきを、見みせよう。 2地ちの王おうたちはこの女おんなと姦淫かんいんを行おこない、地ちに住すむ人々ひとびとはこの女おんなの姦淫かんいんのぶどう酒しゅに酔よいしれている」。 3御使みつかいは、わたしを御霊みたまに感かんじたまま、荒野あらのへ連つれて行いった。わたしは、そこでひとりの女おんなが赤あかい獣けものに乗のっているのを見みた。その獣けものは神かみを汚けがすかずかずの名なでおおわれ、また、それに七つの頭あたまと十の角つのとがあった。 4この女おんなは紫むらさきと赤あかの衣ころもをまとい、金きんと宝石ほうせきと真珠しんじゅとで身みを飾かざり、憎にくむべきものと自分じぶんの姦淫かんいんの汚けがれとで満みちている金きんの杯さかずきを手てに持もち、 5その額ひたいには、一つの名ながしるされていた。それは奥義おくぎであって、「大おおいなるバビロン、淫婦いんぷどもと地ちの憎にくむべきものらとの母はは」というのであった。 6わたしは、この女おんなが聖徒せいとの血ちとイエスの証人しょうにんの血ちに酔よいしれているのを見みた。
    


    
      この女おんなを見みた時とき、わたしは非常ひじょうに驚おどろきあやしんだ。 7すると、御使みつかいはわたしに言いった、「なぜそんなに驚おどろくのか。この女おんなの奥義おくぎと、女おんなを乗のせている七つの頭あたまと十の角つののある獣けものの奥義おくぎとを、話はなしてあげよう。 8あなたの見みた獣けものは、昔むかしはいたが、今いまはおらず、そして、やがて底そこ知しれぬ所ところから上のぼってきて、ついには滅ほろびに至いたるものである。地ちに住すむ者もののうち、世よの初はじめからいのちの書しょに名なをしるされていない者ものたちは、この獣けものが、昔むかしはいたが今いまはおらず、やがて来くるのを見みて、驚おどろきあやしむであろう。 9ここに、知恵ちえのある心こころが必要ひつようである。七つの頭あたまは、この女おんなのすわっている七つの山やまであり、また、七人にんの王おうのことである。 10そのうちの五人にんはすでに倒たおれ、ひとりは今いまおり、もうひとりは、まだきていない。それが来くれば、しばらくの間あいだだけおることになっている。 11昔むかしはいたが今いまはいないという獣けものは、すなわち第だい八のものであるが、またそれは、かの七人にんの中なかのひとりであって、ついには滅ほろびに至いたるものである。 12あなたの見みた十の角つのは、十人にんの王おうのことであって、彼かれらはまだ国くにを受うけてはいないが、獣けものと共ともに、一時ひとときだけ王おうとしての権威けんいを受うける。 13彼かれらは心こころをひとつにしている。そして、自分じぶんたちの力ちからと権威けんいとを獣けものに与あたえる。 14彼かれらは小羊こひつじに戦たたかいをいどんでくるが、小羊こひつじは、主しゅの主しゅ、王おうの王おうであるから、彼かれらにうち勝かつ。また、小羊こひつじと共ともにいる召めされた、選えらばれた、忠実ちゅうじつな者ものたちも、勝利しょうりを得える」。
    


    
      15御使みつかいはまた、わたしに言いった、「あなたの見みた水みず、すなわち、淫婦いんぷのすわっている所ところは、あらゆる民族みんぞく、群衆ぐんしゅう、国民こくみん、国語こくごである。 16あなたの見みた十の角つのと獣けものとは、この淫婦いんぷを憎にくみ、みじめな者ものにし、裸はだかにし、彼女かのじょの肉にくを食くい、火ひで焼やき尽つくすであろう。 17神かみは、御言みことばが成就じょうじゅする時ときまで、彼かれらの心こころの中なかに、御旨みむねを行おこない、思おもいをひとつにし、彼かれらの支配しはい権けんを獣けものに与あたえる思おもいを持もつようにされたからである。 18あなたの見みたかの女おんなは、地ちの王おうたちを支配しはいする大おおいなる都みやこのことである」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1この後のち、わたしは、もうひとりの御使みつかいが、大おおいなる権威けんいを持もって、天てんから降おりて来くるのを見みた。地ちは彼かれの栄光えいこうによって明あかるくされた。 2彼かれは力強ちからづよい声こえで叫さけんで言いった、「倒たおれた、大おおいなるバビロンは倒たおれた。そして、それは悪魔あくまの住すむ所ところ、あらゆる汚けがれた霊れいの巣そうくつ、また、あらゆる汚けがれた憎にくむべき鳥とりの巣そうくつとなった。 3すべての国民こくみんは、彼女かのじょの姦淫かんいんに対たいする激はげしい怒いかりのぶどう酒しゅを飲のみ、地ちの王おうたちは彼女かのじょと姦淫かんいんを行おこない、地上ちじょうの商人しょうにんたちは、彼女かのじょの極度きょくどのぜいたくによって富とみを得えたからである」。
    


    
      4わたしはまた、もうひとつの声こえが天てんから出でるのを聞きいた、「わたしの民たみよ。彼女かのじょから離はなれ去さって、その罪つみにあずからないようにし、その災害さいがいに巻まき込こまれないようにせよ。 5彼女かのじょの罪つみは積つもり積つって天てんに達たっしており、神かみはその不義ふぎの行おこないを覚おぼえておられる。 6彼女かのじょがしたとおりに彼女かのじょにし返かえし、そのしわざに応おうじて二倍ばいに報復ほうふくをし、彼女かのじょが混まぜて入いれた杯さかずきの中なかに、その倍ばいの量りょうを、入いれてやれ。 7彼女かのじょが自みずから高たかぶり、ぜいたくをほしいままにしたので、それに対たいして、同おなじほどの苦くるしみと悲かなしみとを味あじわわせてやれ。彼女かのじょは心こころの中なかで『わたしは女王じょおうの位くらいについている者ものであって、やもめではないのだから、悲かなしみを知しらない』と言いっている。 8それゆえ、さまざまの災害さいがいが、死しと悲かなしみとききんとが、一日にちのうちに彼女かのじょを襲おそい、そして、彼女かのじょは火ひで焼やかれてしまう。彼女かのじょをさばく主しゅなる神かみは、力強ちからづよいかたなのである。 9彼女かのじょと姦淫かんいんを行おこない、ぜいたくをほしいままにしていた地ちの王おうたちは、彼女かのじょが焼やかれる火ひの煙けむりを見みて、彼女かのじょのために胸むねを打うって泣なき悲かなしみ、 10彼女かのじょの苦くるしみに恐おそれをいだき、遠とおくに立たって言いうであろう、『ああ、わざわいだ、大おおいなる都みやこ、不ふ落おの都みやこ、バビロンは、わざわいだ。おまえに対たいするさばきは、一瞬いっしゅんにしてきた』。 11また、地ちの商人しょうにんたちも彼女かのじょのために泣なき悲かなしむ。もはや、彼かれらの商品しょうひんを買かう者ものが、ひとりもないからである。 12その商品しょうひんは、金きん、銀ぎん、宝石ほうせき、真珠しんじゅ、麻布あさぬの、紫むらさき布ぬの、絹きぬ、緋ひ布ぬの、各種かくしゅの香木こうぼく、各種かくしゅの象牙ぞうげ細工ざいく、高価こうかな木材もくざい、銅どう、鉄てつ、大理石だいりせきなどの器うつわ、 13肉桂にっけい、香料こうりょう、香こう、におい油あぶら、乳香にゅうこう、ぶどう酒しゅ、オリブ油ゆ、麦粉むぎこ、麦むぎ、牛うし、羊ひつじ、馬うま、車くるま、奴隷どれい、そして人身じんしんなどである。 14おまえの心こころの喜よろこびであったくだものはなくなり、あらゆるはでな、はなやかな物ものはおまえから消きえ去さった。それらのものはもはや見みられない。 15これらの品々しなじなを売うって、彼女かのじょから富とみを得えた商人しょうにんは、彼女かのじょの苦くるしみに恐おそれをいだいて遠とおくに立たち、泣なき悲かなしんで言いう、 16『ああ、わざわいだ、麻布あさぬのと紫むらさき布ぬのと緋ひ布ぬのをまとい、金きんや宝石ほうせきや真珠しんじゅで身みを飾かざっていた大おおいなる都みやこは、わざわいだ。 17これほどの富とみが、一瞬いっしゅんにして無むに帰きしてしまうとは』。また、すべての船長せんちょう、航海者こうかいしゃ、水夫すいふ、すべて海うみで働はたらいている人ひとたちは、遠とおくに立たち、 18彼女かのじょが焼やかれる火ひの煙けむりを見みて、叫さけんで言いう、『これほどの大おおいなる都みやこは、どこにあろう』。 19彼かれらは頭あたまにちりをかぶり、泣なき悲かなしんで叫さけぶ、『ああ、わざわいだ、この大おおいなる都みやこは、わざわいだ。そのおごりによって、海うみに舟ふねを持もつすべての人ひとが富とみを得えていたのに、この都みやこも一瞬いっしゅんにして無むに帰きしてしまった』。 20天てんよ、聖徒せいとたちよ、使徒しとたちよ、預言者よげんしゃたちよ。この都みやこについて大おおいに喜よろこべ。神かみは、あなたがたのために、この都みやこをさばかれたのである」。
    


    
      21すると、ひとりの力強ちからづよい御使みつかいが、大おおきなひきうすのような石いしを持もちあげ、それを海うみに投なげ込こんで言いった、「大おおいなる都みやこバビロンは、このように激はげしく打うち倒たおされ、そして、全まったく姿すがたを消けしてしまう。 22また、おまえの中なかでは、立琴たてごとをひく者もの、歌うたを歌うたう者もの、笛ふえを吹ふく者もの、ラッパを吹ふき鳴ならす者ものの楽がくの音ねは全まったく聞きかれず、あらゆる仕事しごとの職人しょくにんたちも全まったく姿すがたを消けし、また、ひきうすの音おとも、全まったく聞きかれない。 23また、おまえの中なかでは、あかりもともされず、花婿はなむこ、花嫁はなよめの声こえも聞きかれない。というのは、おまえの商人しょうにんたちは地上ちじょうで勢力せいりょくを張はる者ものとなり、すべての国民こくみんはおまえのまじないでだまされ、 24また、預言者よげんしゃや聖徒せいとの血ち、さらに、地上ちじょうで殺ころされたすべての者ものの血ちが、この都みやこで流ながされたからである」。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1この後のち、わたしは天てんの大群たいぐん衆が大声おおごえで唱となえるような声こえを聞きいた、

      
        「ハレルヤ、救すくいと栄光えいこうと力ちからとは、

        われらの神かみのものであり、

        2そのさばきは、真実しんじつで正ただしい。

        神かみは、姦淫かんいんで地ちを汚けがした大だい淫婦いんぷをさばき、

        神かみの僕しもべたちの血ちの報復ほうふくを

        彼女かのじょになさったからである」。

      

    


    
      3再ふたたび声こえがあって、「ハレルヤ、彼女かのじょが焼やかれる火ひの煙けむりは、世々よよ限かぎりなく立たちのぼる」と言いった。 4すると、二十四人にんの長老ちょうろうと四つの生いき物ものとがひれ伏ふし、御座みざにいます神かみを拝はいして言いった、「アァメン、ハレルヤ」。 5その時とき、御座みざから声こえが出でて言いった、

      
        「すべての神かみの僕しもべたちよ、神かみをおそれる者ものたちよ。

        小ちいさき者ものも大おおいなる者ものも、

        共ともに、われらの神かみをさんびせよ」。

      
6わたしはまた、大だい群衆ぐんしゅうの声こえ、多おおくの水みずの音おと、また激はげしい雷鳴らいめいのようなものを聞きいた。それはこう言いった、

      
        「ハレルヤ、全能者ぜんのうしゃにして主しゅなるわれらの神かみは、

        王おうなる支配者しはいしゃであられる。

        7わたしたちは喜よろこび楽たのしみ、神かみをあがめまつろう。

        小羊こひつじの婚姻こんいんの時ときがきて、

        花嫁はなよめはその用意よういをしたからである。

        8彼女かのじょは、光ひかり輝かがやく、

        汚けがれのない麻布あさぬのの衣ころもを着きることを許ゆるされた。

        この麻布あさぬのの衣ころもは、聖徒せいとたちの正ただしい行おこないである」。

      

    


    
      9それから、御使みつかいはわたしに言いった、「書かきしるせ。小羊こひつじの婚こん宴えんに招まねかれた者ものは、さいわいである」。またわたしに言いった、「これらは、神かみの真実しんじつの言葉ことばである」。 10そこで、わたしは彼かれの足あしもとにひれ伏ふして、彼かれを拝はいそうとした。すると、彼かれは言いった、「そのようなことをしてはいけない。わたしは、あなたと同おなじ僕しもべ仲間なかまであり、またイエスのあかしびとであるあなたの兄弟きょうだいたちと同おなじ僕しもべ仲間なかまである。ただ神かみだけを拝はいしなさい。イエスのあかしは、すなわち預言よげんの霊れいである」。
    


    
      11またわたしが見みていると、天てんが開ひらかれ、見みよ、そこに白しろい馬うまがいた。それに乗のっているかたは、「忠実ちゅうじつで真実しんじつな者もの」と呼よばれ、義ぎによってさばき、また、戦たたかうかたである。 12その目めは燃もえる炎ほのおであり、その頭あたまには多おおくの冠かんむりがあった。また、彼かれ以外いがいにはだれも知しらない名ながその身みにしるされていた。 13彼かれは血染ちぞめの衣ころもをまとい、その名なは「神かみの言ことば」と呼よばれた。 14そして、天てんの軍勢ぐんぜいが、純白じゅんぱくで、汚けがれのない麻布あさぬのの衣ころもを着きて、白しろい馬うまに乗のり、彼かれに従したがった。 15その口くちからは、諸しょ国民こくみんを打うつために、鋭するどいつるぎが出でていた。彼かれは、鉄てつのつえをもって諸しょ国民こくみんを治おさめ、また、全能者ぜんのうしゃなる神かみの激はげしい怒いかりの酒さかぶねを踏ふむ。 16その着物きものにも、そのももにも、「王おうの王おう、主しゅの主しゅ」という名ながしるされていた。
    


    
      17また見みていると、ひとりの御使みつかいが太陽たいようの中なかに立たっていた。彼かれは、中空なかぞらを飛とんでいるすべての鳥とりにむかって、大声おおごえで叫さけんだ、「さあ、神かみの大だい宴会えんかいに集あつまってこい。 18そして、王おうたちの肉にく、将軍しょうぐんの肉にく、勇者ゆうしゃの肉にく、馬うまの肉にく、馬うまに乗のっている者ものの肉にく、また、すべての自由人じゆうじんと奴隷どれいとの肉にく、小ちいさき者ものと大おおいなる者ものとの肉にくをくらえ」。
    


    
      19なお見みていると、獣けものと地ちの王おうたちと彼かれらの軍勢ぐんぜいとが集あつまり、馬うまに乗のっているかたとその軍勢ぐんぜいとに対たいして、戦たたかいをいどんだ。 20しかし、獣けものは捕とらえられ、また、この獣けものの前まえでしるしを行おこなって、獣けものの刻印こくいんを受うけた者ものとその像ぞうを拝おがむ者ものとを惑まどわしたにせ預言者よげんしゃも、獣けものと共ともに捕とらえられた。そして、この両者りょうしゃとも、生いきながら、硫黄いおうの燃もえている火ひの池いけに投なげ込こまれた。 21それ以外いがいの者ものたちは、馬うまに乗のっておられるかたの口くちから出でるつるぎで切きり殺ころされ、その肉にくを、すべての鳥とりが飽あきるまで食たべた。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1またわたしが見みていると、ひとりの御使みつかいが、底そこ知しれぬ所ところのかぎと大おおきな鎖くさりとを手てに持もって、天てんから降おりてきた。 2彼かれは、悪魔あくまでありサタンである龍りゅう、すなわち、かの年としを経へたへびを捕とらえて千年ねんの間あいだつなぎおき、 3そして、底そこ知しれぬ所ところに投なげ込こみ、入口いりぐちを閉とじてその上うえに封印ふういんし、千年ねんの期間きかんが終おわるまで、諸しょ国民こくみんを惑まどわすことがないようにしておいた。その後のち、しばらくの間あいだだけ解放かいほうされることになっていた。
    


    
      4また見みていると、かず多おおくの座ざがあり、その上うえに人々ひとびとがすわっていた。そして、彼かれらにさばきの権けんが与あたえられていた。また、イエスのあかしをし神かみの言ことばを伝つたえたために首くびを切きられた人々ひとびとの霊れいがそこにおり、また、獣けものをもその像ぞうをも拝おがまず、その刻印こくいんを額ひたいや手てに受うけることをしなかった人々ひとびとがいた。彼かれらは生いきかえって、キリストと共ともに千年ねんの間あいだ、支配しはいした。 5（それ以外いがいの死人しにんは、千年ねんの期間きかんが終おわるまで生いきかえらなかった。）これが第だい一の復活ふっかつである。 6この第だい一の復活ふっかつにあずかる者ものは、さいわいな者ものであり、また聖せいなる者ものである。この人ひとたちに対たいしては、第だい二の死しはなんの力ちからもない。彼かれらは神かみとキリストとの祭司さいしとなり、キリストと共ともに千年ねんの間あいだ、支配しはいする。
    


    
      7千年ねんの期間きかんが終おわると、サタンはその獄ごくから解放かいほうされる。 8そして、出でて行いき、地ちの四方しほうにいる諸しょ国民こくみん、すなわちゴグ、マゴグを惑まどわし、彼かれらを戦たたかいのために召集しょうしゅうする。その数かずは、海うみの砂すなのように多おおい。 9彼かれらは地上ちじょうの広ひろい所ところに上のぼってきて、聖徒せいとたちの陣営じんえいと愛あいされていた都みやことを包囲ほういした。すると、天てんから火ひが下くだってきて、彼かれらを焼やき尽つくした。 10そして、彼かれらを惑まどわした悪魔あくまは、火ひと硫黄いおうとの池いけに投なげ込こまれた。そこには、獣けものもにせ預言者よげんしゃもいて、彼かれらは世々よよ限かぎりなく日夜にちや、苦くるしめられるのである。
    


    
      11また見みていると、大おおきな白しろい御座みざがあり、そこにいますかたがあった。天てんも地ちも御顔みかおの前まえから逃にげ去さって、あとかたもなくなった。 12また、死しんでいた者ものが、大おおいなる者ものも小ちいさき者ものも共ともに、御座みざの前まえに立たっているのが見みえた。かずかずの書物しょもつが開ひらかれたが、もう一つの書物しょもつが開ひらかれた。これはいのちの書しょであった。死人しにんはそのしわざに応おうじ、この書物しょもつに書かかれていることにしたがって、さばかれた。 13海うみはその中なかにいる死人しにんを出だし、死しも黄泉よみもその中なかにいる死人しにんを出だし、そして、おのおのそのしわざに応おうじて、さばきを受うけた。 14それから、死しも黄泉よみも火ひの池いけに投なげ込こまれた。この火ひの池いけが第だい二の死しである。 15このいのちの書しょに名ながしるされていない者ものはみな、火ひの池いけに投なげ込こまれた。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1わたしはまた、新あたらしい天てんと新あたらしい地ちとを見みた。先さきの天てんと地ちとは消きえ去さり、海うみもなくなってしまった。 2また、聖せいなる都みやこ、新あたらしいエルサレムが、夫おっとのために着飾きかざった花嫁はなよめのように用意よういをととのえて、神かみのもとを出でて、天てんから下くだって来くるのを見みた。 3また、御座みざから大おおきな声こえが叫さけぶのを聞きいた、「見みよ、神かみの幕屋まくやが人ひとと共ともにあり、神かみが人ひとと共ともに住すみ、人ひとは神かみの民たみとなり、神かみ自みずから人ひとと共ともにいまして、 4人ひとの目めから涙なみだを全まったくぬぐいとって下くださる。もはや、死しもなく、悲かなしみも、叫さけびも、痛いたみもない。先さきのものが、すでに過すぎ去さったからである」。
    


    
      5すると、御座みざにいますかたが言いわれた、「見みよ、わたしはすべてのものを新あらたにする」。また言いわれた、「書かきしるせ。これらの言葉ことばは、信しんずべきであり、まことである」。 6そして、わたしに仰おおせられた、「事ことはすでに成なった。わたしは、アルパでありオメガである。初はじめであり終おわりである。かわいている者ものには、いのちの水みずの泉いずみから価あたいなしに飲のませよう。 7勝利しょうりを得える者ものは、これらのものを受うけ継つぐであろう。わたしは彼かれの神かみとなり、彼かれはわたしの子ことなる。 8しかし、おくびょうな者もの、信しんじない者もの、忌いむべき者もの、人殺ひとごろし、姦淫かんいんを行おこなう者もの、まじないをする者もの、偶像ぐうぞうを拝おがむ者もの、すべて偽いつわりを言いう者ものには、火ひと硫黄いおうの燃もえている池いけが、彼かれらの受うくべき報むくいである。これが第だい二の死しである」。
    


    
      9最後さいごの七つの災害さいがいが満みちている七つの鉢はちを持もっていた七人にんの御使みつかいのひとりがきて、わたしに語かたって言いった、「さあ、きなさい。小羊こひつじの妻つまなる花嫁はなよめを見みせよう」。 10この御使みつかいは、わたしを御霊みたまに感かんじたまま、大おおきな高たかい山やまに連つれて行いき、聖せい都みやこエルサレムが、神かみの栄光えいこうのうちに、神かみのみもとを出でて天てんから下くだって来くるのを見みせてくれた。 11その都みやこの輝かがやきは、高価こうかな宝石ほうせきのようであり、透明とうめいな碧玉へきぎょくのようであった。 12それには大おおきな、高たかい城壁じょうへきがあって、十二の門もんがあり、それらの門もんには、十二の御使みつかいがおり、イスラエルの子こらの十二部族ぶぞくの名なが、それに書かいてあった。 13東ひがしに三つの門もん、北きたに三つの門もん、南みなみに三つの門もん、西にしに三つの門もんがあった。 14また都みやこの城壁じょうへきには十二の土台どだいがあり、それには小羊こひつじの十二使徒しとの十二の名なが書かいてあった。
    


    
      15わたしに語かたっていた者ものは、都みやことその門もんと城壁じょうへきとを測はかるために、金きんの測はかりざおを持もっていた。 16都みやこは方形ほうけいであって、その長ながさと幅はばとは同おなじである。彼かれがその測はかりざおで都みやこを測はかると、一万二千丁ちょうであった。長ながさと幅はばと高たかさとは、いずれも同おなじである。 17また城壁じょうへきを測はかると、百四十四キュビトであった。これは人間にんげんの、すなわち、御使みつかいの尺度しゃくどによるのである。 18城壁じょうへきは碧玉へきぎょくで築きずかれ、都みやこはすきとおったガラスのような純金じゅんきんで造つくられていた。 19都みやこの城壁じょうへきの土台どだいは、さまざまな宝石ほうせきで飾かざられていた。第だい一の土台どだいは碧玉へきぎょく、第だい二はサファイヤ、第だい三はめのう、第だい四は緑玉りょくぎょく、 20第だい五は縞しまめのう、第だい六は赤あかめのう、第だい七はかんらん石せき、第だい八は緑柱石りょくちゅうせき、第だい九は黄玉石おうぎょくせき、第だい十はひすい、第だい十一は青玉せいぎょく、第だい十二は紫水晶むらさきずいしょうであった。 21十二の門もんは十二の真珠しんじゅであり、門もんはそれぞれ一つの真珠しんじゅで造つくられ、都みやこの大通おおどおりは、すきとおったガラスのような純金じゅんきんであった。
    


    
      22わたしは、この都みやこの中なかには聖所せいじょを見みなかった。全能者ぜんのうしゃにして主しゅなる神かみと小羊こひつじとが、その聖所せいじょなのである。 23都みやこは、日ひや月つきがそれを照てらす必要ひつようがない。神かみの栄光えいこうが都みやこを明あかるくし、小羊こひつじが都みやこのあかりだからである。 24諸しょ国民こくみんは都みやこの光ひかりの中なかを歩あるき、地ちの王おうたちは、自分じぶんたちの光栄こうえいをそこに携たずさえて来くる。 25都みやこの門もんは、終日しゅうじつ、閉とざされることはない。そこには夜よるがないからである。 26人々ひとびとは、諸しょ国民こくみんの光栄こうえいとほまれとをそこに携たずさえて来くる。 27しかし、汚けがれた者ものや、忌いむべきこと及および偽いつわりを行おこなう者ものは、その中なかに決けっしてはいれない。はいれる者ものは、小羊こひつじのいのちの書しょに名なをしるされている者ものだけである。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1御使みつかいはまた、水晶すいしょうのように輝かがやいているいのちの水みずの川かわをわたしに見みせてくれた。この川かわは、神かみと小羊こひつじとの御座みざから出でて、 2都みやこの大通おおどおりの中央ちゅうおうを流ながれている。川かわの両側りょうがわにはいのちの木きがあって、十二種しゅの実みを結むすび、その実じつは毎月まいつきみのり、その木きの葉はは諸しょ国民こくみんをいやす。 3のろわるべきものは、もはや何なにひとつない。神かみと小羊こひつじとの御座みざは都みやこの中なかにあり、その僕しもべたちは彼かれを礼拝れいはいし、 4御顔みかおを仰あおぎ見みるのである。彼かれらの額ひたいには、御名みながしるされている。 5夜よるは、もはやない。あかりも太陽たいようの光ひかりも、いらない。主しゅなる神かみが彼かれらを照てらし、そして、彼かれらは世々よよ限かぎりなく支配しはいする。
    


    
      6彼かれはまた、わたしに言いった、「これらの言葉ことばは信しんずべきであり、まことである。預言者よげんしゃたちのたましいの神かみなる主しゅは、すぐにも起おこるべきことをその僕しもべたちに示しめそうとして、御使みつかいをつかわされたのである。 7見みよ、わたしは、すぐに来くる。この書しょの預言よげんの言葉ことばを守まもる者ものは、さいわいである」。
    


    
      8これらのことを見聞みききした者ものは、このヨハネである。わたしが見聞みききした時とき、それらのことを示しめしてくれた御使みつかいの足あしもとにひれ伏ふして拝はいそうとすると、 9彼かれは言いった、「そのようなことをしてはいけない。わたしは、あなたや、あなたの兄弟きょうだいである預言者よげんしゃたちや、この書しょの言葉ことばを守まもる者ものたちと、同おなじ僕しもべ仲間なかまである。ただ神かみだけを拝はいしなさい」。
    


    
      10またわたしに言いった、「この書しょの預言よげんの言葉ことばを封ふうじてはならない。時ときが近ちかづいているからである。 11不義ふぎな者ものはさらに不義ふぎを行おこない、汚けがれた者ものはさらに汚けがれたことを行おこない、義ぎなる者ものはさらに義ぎを行おこない、聖せいなる者ものはさらに聖せいなることを行おこなうままにさせよ」。
    


    
      12「見みよ、わたしはすぐに来くる。報むくいを携たずさえてきて、それぞれのしわざに応おうじて報むくいよう。 13わたしはアルパであり、オメガである。最初さいしょの者ものであり、最後さいごの者ものである。初はじめであり、終おわりである。 14いのちの木きにあずかる特権とっけんを与あたえられ、また門もんをとおって都みやこにはいるために、自分じぶんの着物きものを洗あらう者ものたちは、さいわいである。 15犬いぬども、まじないをする者もの、姦淫かんいんを行おこなう者もの、人殺ひとごろし、偶像ぐうぞうを拝おがむ者もの、また、偽いつわりを好このみかつこれを行おこなう者ものはみな、外そとに出だされている。
    


    
      16わたしイエスは、使つかいをつかわして、諸しょ教会きょうかいのために、これらのことをあなたがたにあかしした。わたしは、ダビデの若わか枝えだまた子孫しそんであり、輝かがやく明あけの明星みょうじょうである」。
    


    
      17御霊みたまも花嫁はなよめも共ともに言いった、「きたりませ」。また、聞きく者ものも「きたりませ」と言いいなさい。かわいている者ものはここに来くるがよい。いのちの水みずがほしい者ものは、価あたいなしにそれを受うけるがよい。
    


    
      18この書しょの預言よげんの言葉ことばを聞きくすべての人々ひとびとに対たいして、わたしは警告けいこくする。もしこれに書かき加くわえる者ものがあれば、神かみはその人ひとに、この書しょに書かかれている災害さいがいを加くわえられる。 19また、もしこの預言よげんの書しょの言葉ことばをとり除のぞく者ものがあれば、神かみはその人ひとの受うくべき分ふんを、この書しょに書かかれているいのちの木きと聖せいなる都みやこから、とり除のぞかれる。
    


    
      20これらのことをあかしするかたが仰おおせになる、「しかり、わたしはすぐに来くる」。アァメン、主しゅイエスよ、きたりませ。
    


    
      21主しゅイエスの恵めぐみが、一同いちどうの者ものと共ともにあるように。
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